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【巻頭言】 

誰でもない、自分で考える改憲 

理事・事務局長 安藤 博 

  

「改憲を考える」、再度の対話集会 

 

昨 2017年 9月 2日行った対話集会（「安

倍改憲提案をどう見るか」）に続く集会

(「目前に迫った改憲をどう考えるか」、

文京区立アカデミー千石) を 3 月 10 日

(土曜)に開催します。 

 

非暴力平和隊・日本（NPJ）が「改憲」

についての集まりを再度開催するのは、

ひとつには前回集会の討議が「護憲」に

傾きがちで、「護憲的改憲」等の多様な

意見をたたかわせる対話に至らずに終わ

ってしまったからです。そしてもうひと

つ、9 条改憲を宿願としてきた安倍晋三

首相以下自民党がいよいよ改憲国民投票

に付す案の国会発議に向けて党内の取り

まとめに入るなど、改憲が文字通り「目

前に迫った」からです。 

  

改憲提案の背景 

 

前回集会で NPJ 代表の君島東彦・立命

館大学教授が述べているように、「日本

国憲法は、できたときから改憲とともに

あった」(『NPJ ニューズレター』64 号の

9/2 対話集会記録参照)のです。自民党と

しては、結党時に党綱領（#）に盛り込ん

だ、もう半世紀を大きく上回る年月を経

た課題です。 

ただ、それが「間近に迫る」に至った

のは、この５年前後の日本内外の状況変

化によります。国際情勢とは、一つには

中国が日本の 10 倍、米国の 5 倍に膨れあ

がった人口をもとに経済、軍事、途上国

援助等で圧倒的な拡大を続けていること、

特に南シナ海の浅瀬に軍用機離着陸可能

の滑走路を建設するなど傍若無人な振る

舞いをみせていること。もう一つは「北」

が日本列島越えのミサイルを連発し、核

兵器開発を誇示していることです。 

 

国内状況といえば、安倍自民党が野党

の分立/劣弱に付け込んで、2014/7/1 の

「集団的自衛権行使閣議決定」に始まり

2017/10/22 総選挙圧勝に至るまで連戦

連勝。自民、維新の会などの改憲勢力が、

改憲発議に必要な衆・参両院の 3 分 2 を

上回る議席を確保していることです。そ

れが可能になったのにも、前記の国際情

勢が大きくひびいているでしょう。中国

に対するコンプレクスと「北の脅威」を

背景に「安倍首相がなんとなく輝いてみ

える」(高橋哲哉・東京大学大学院教授、

『月刊マスコミ市民』2018 年 2 月号所収

「品格なき安倍政治」)のです。 

 

憲法を変えるのは国の根幹に関わる

ことですから、本来なら与野党を挙げて

の提案であるべきでしょう。しかし、自

衛隊、安全保障、そして憲法自体で与野

党/保革が対立しているのですから、改憲

で与野党一体にはなり得ません。 
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安倍自民党は、国会内で獲得した圧倒

的多数で改憲を押し切ろうとしているわ

けです。 

 

凡人たる自分は 

 

ところで、「9 条改憲を考える」再度

の集まりを主催しようとして、さて自分

ならどう考えるか、どう行動するかと思

い直してみると、確たるものがなくいか

にも腰が定まらない状態であることに気

付かざるを得ません。それは、たとえば

山手線巣鴨駅頭で Oldsの「9条を護ろう」

街宣/署名集めをしながらも感じている

覚束なさです(『ニューズレター』

2017/11/29 日発刊号の安藤稿「改めて叫

ぶ、『9 条を』壊さず活かそう！」参照)。 

 

何より、9 条が「『武力による威嚇又

は武力の行使』をしてはならない」と政

府の行為を縛るものではあっても、わた

したちの安全を保障するものではないこ

とから来る不安です。9 条は、武力に頼

るな、非暴力で平和を守れとわたしたち

を突き放しているようにも思えるのです。 

 

「9 条の生みの親」とされる幣原喜重

郎(戦後に就任した二代目の内閣総理大

臣、1872/9/13-1951/3/10)の回顧録『外

交五十年』(中央公論社文庫、1997/7/10

刊)に次ぎのような記述があります。侵略

者に対してどうするか、9 条で謳ってい

るように軍備を持たず、非暴力で不服従

の抵抗で対抗するのだ、侵略者は「不協

力者を捕えて・・殺すことが出来る。し

かし八千万人と言う人間全部を殺すこと

は、何としたって出来ない」。だから「国

民各自が、一つの信念、として自分は正

しいという気持ちで進むならば、徒手空

拳でも恐れることはないのだ」と。つま

り、「戦争の放棄」をした国家が平和/

独立を守るには、殺されることを恐れな

い英雄的非暴力抵抗者が必要なのです。 

 

瀬戸内寂聴さんが歌手丸山明宏さん

と被爆地長崎で行った対談の終わりに

「絶対戦争はいけない、命がけで戦争に

反対しなければならない」と訴えている

のを、最近のテレビ番組で見ました。軍

隊で平和/独立を守ろうとするのと同じ

ように、非暴力平和は「命がけ」なので

す。 

 

しかし英雄ならざるわたしは、血祭り

にあげられるのを覚悟で「不服従」を貫

く勇気はありません。わたしばかりでは

なく、多くのふつうのひとがそうでしょ

う。この「多くのふつうのひと」の代わ

りに、武力で対抗するプロフェッショナ

ルを国家の税金で養っているのが、「非

暴力」の対極にある軍隊です。 

 

軍隊を称揚するつもりはありません

が、英雄ならざる凡人のわたしは、他国

の暴力に一人非暴力で立ち向かわねばな

らないような英雄的場面に直面しないよ

うにと、ひたすら首をすくめつつ「9 条

を護れ」と叫んでいるのです。 
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「北の脅威」に対する米軍の抑止力を

頼りにしようと集団的自衛権行使容認に

踏み切り、それを「自衛隊を憲法に書き

込む」改憲につなげようとする安倍改憲

提案に反対しようとすれば、この「凡人

たるわたし」の安全をどう保障するかを

考えねばなりません。 

 

憲法を考える 

 

NPJ が再度の対話集会を開催すること

の意義を、次のように考えています。 

 

「改憲をどう考えるか」は、結局いま

の日本国憲法、特に「戦争の放棄」を謳

った第９条を変えることに賛成か反対か

を決めることですが、日本ではこれまで

概して憲法を床の間の飾り物のように、

なんだかありがたそうな、しかし自分に

はあまり関係ないものとしてきました。

改憲提案を機会に、先ず憲法そのものに

ついてわたしたちの日常にどのように働

いているかを、出来るだけ多くのひとが

改めて考えてみる。そして改憲の是非に

つき、日本の今後をどうしていくかとい

うこととの関係で判断する。 

 

 安倍首相が提案する改憲ですが、間違

っても「安倍さんが言うことだから」に

偏ることのなく判断されねばならないと

思います。また、「『北』の核/ミサイル

恫喝への対処」に直結した判断にならな

いように。「自衛隊を書き込む」改憲を

しようと、「北」のミサイル/核開発を抑

止するブレーキになるわけではありませ

ん。また逆に 9 条を護ったところで、ミ

サイル/核恫喝に国威を懸ける「北」が“行

いを反省“し改めたりする保証などない

からです。 

 

3 月 10 日の集まりを機に、日本の憲法

について、その憲法を変えるか変えない

かについて、出来るだけ多くのひとが十

分に考え、自分の言葉で語るようになる

ことを願っています。 

 

 

巣鴨駅頭で「9 条を護ろう」署名集め 

  （by Olds：SEALDs の シニア版） 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

#  自由民主党結党の綱領(「政綱」、

以下のように改憲を掲げている 

 

「平和主義、民主主義及び基本的人権尊

重の原則を堅持しつつ、現行憲法の自主

的改正をはかり、また占領諸法制を再検

討し、国情に即してこれが改廃を行う。 

 世界の平和と国家の独立及び国民の自

由を保護するため、集団安全保障体制の

下、国力と国情に相応した自衛軍備を整

え、駐留外国軍隊の撤退に備える。」 
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沖縄報告 
     理事・共同代表 大畑 豊 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

沖縄に来て初めて体験することは多いで

すが、いわゆる選挙運動にも生まれて初 

めて関わりました。と言っても宣伝カー

の伴走車の運転をしたり、路上で手を降 

ったり、のぼり旗を持ったり、ビラの個

別配布とかですが。なんだか一瞬の夢の 

ような体験でしたが、また現実？の世界

に戻り、日々海に出、山に行き新基地阻 

止の行動をしています。 

 

 ■ 民主主義が問われた市長選 

 

 2 月 4 日に投開票が行なわれた、怒涛

のような名護市長選が終わりました。結

果はご存知のように辺野古新基地建設反

対を訴えた稲嶺進・前市長（社民、共産、

社大、自由、民進推薦、立民支持）が破

れ、辺野古の「へ」の字も言わず、具体

的中身のない経済振興を訴えた渡具知武

豊氏（自民、公明、維新推薦）が新市長

に選ばれました。得票数はそれぞれ約 1

万 7 千票、2 万票、3500 票の差でした。

前回 4 年前の選挙では  4000 票差をつ

けての当選でしたので、逆転された形で

す。 

 

 しかし「選ばれた」と言っていいのか

大きな疑問もあります。人口 6 万人の小 

さな市の市長選に自民党・公明党は国政

選挙並の人力・金力をつぎ込み、圧倒的 

な権力の傲慢さをあらわにして首長を強

奪した、という感じです。 

 

 公明党は沖縄県で行なわれた選挙史上、

最大の党本部スタッフを沖縄に送り込み

ました。それに加え、渡具知陣営側は本

来は沖縄公明党と敵対関係にある、維新

の会も取り込み万全の体勢を組みます。

自民党は菅官房長官、二階堂幹事長、小

泉進次郎氏を初め、100 人規模の国会議

員を沖縄、名護市に送り込み、人前で演

説すること無しに「ステルス作戦」と言

われる徹底した地元団体・経済団体巡り、

企業巡りをし組織票を固めていきました。

地元紙によれば、地元中小企業の会社社

長にも菅官房長官から直接電話が来たと

のこと。人気のある小泉進次郎議員を投

入しての応援演説もありましたが、 1 日

に 3 ヶ所での演説や、選挙二日前にも再

び名護市を訪れ演説するなど、異例の対

応でした。その一方、渡具知氏は、自ら

の公約を市民に直接訴える貴重な機会に

もかかわらず、新聞社や記者クラブ、大

学や青年会議所らが企画した稲嶺氏との

公開討論会の要請もすべて断り、実現す

ることはありませんでした。 

 

 期日前投票では過去最多の 2 万 1 千人

余りが投票、有権者 4万 8781 人の 44.4％

が投票したことになり、投票者総数に占

める割合は 57.7％と当日投票をした数

より多く、この多くが動員された渡具知

陣営側と見られています。 

 

 こうした状態を予測し市民による期日
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前投票の「不正投票監視団」活動も立ち 

上げられました。期日前投票所前で監視

活動を続けたメンバーによると、建設会 

社の車が何台も作業員らしき人たちを連

れて来ていたり、学生らしき若者が名簿 

を持ち、頻繁に電話していた、との報告

もありました。また監視団の活動に対し 

て恫喝してくる人たちもいたとのことで

す。煙たく思っている人がいるのでしょ 

う。 

 

 渡具知陣営側のなりふり構わぬ選挙戦

の一方、稲嶺陣営側にも油断や慢心があ 

ったことが指摘されています。相手候補

が 5 回市議選に当選しているとはいえ、

上位当選ではなく知名度の低い議員であ

ったことや、当初、自民党の調査でも勝

てない候補とされていたこと、辺野古新

基地反対の世論の高さ（今回選挙の調査

でも  6～  7 割が反対）や、公約をほぼ

実現してきたというこれまでの行政の実

績への自信です。 

 

 しかし、新基地建設工事は市民による

抵抗や市長権限を行使し遅れてはいるも 

のの、着実に進んではおり、本当に止め

ることができるのか、できないならより 

「現実的」な方向性を望む、との声も高

くなっていたとの分析もあります。選挙 

戦に危機感を感じた翁長知事が選挙関係

者に檄を飛ばしたり、何度も名護市入り 

し各所で応援演説するのみならず、宣伝

カーの中からも自らマイクを握り支援を 

訴えましたが、及びませんでした。 

■「閉塞感」 

 

 今回、渡具知陣営側が繰り返し使った

言葉が「閉塞感」という言葉です。「稲嶺

市政 2 期 8 年で名護市は取り残された。

閉塞感が漂っている」として、経済振興

を前面に掲げました。しかし、沖縄経済

は順調であり、稲嶺市政下で市内企業の 

倒産件数も減りました。予算額も大幅に

増えました。 

 

 この閉塞感という言葉は大田昌秀・沖

縄県知事が 1998 年の知事選で破れたと 

きに相手陣営が使った言葉と同じです。

しかし、閉塞感というのであれば、それ 

は経済的な閉塞感ではなく、何度辺野古

反対の民意を示しても政治、国政に反映 

されない、という政治的閉塞感であり、

それが、相手陣営やメディアによっても 

新基地反対運動の疲れ、などども表現さ

れ、市民のなかに浸透していっていたと 

思います。 

 

■ 辺野古新基地が「容認」されたわけ

ではない 

 

 選挙結果を受け、菅官房長官は「選挙

は結果がすべてだ。相手候補は必死に埋 

め立て阻止を訴えたのではないか。民主

主義の原点がこの選挙だ」と辺野古移設

が容認されたととれる見解を述べました。 

 しかしそれを言うならば  2014 年か

らの名護市長選、名護市議選、県知事選、 

衆議院選挙ですべて「辺野古新基地ノー」
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を明確に掲げた候補が当選し、県民の意

思が明確になったはず。そのときには、

選挙ではいろんな論点で選ばれると言い

逃れをし、沖縄県民の意思を無視し、工

事を強行たことはどうなるのでしょうか。 

 

 また今回の市長選においても、渡具知

候補は辺野古新基地問題については一言

も言及しない作戦に出ましたが、公約に

は「海兵隊基地は県外・国外移設」と書

かれていました。当選後の記者会見にお

いても移設を「容認したわけではない」

と明確に述べています。我田引水、勝手

に歪曲して解釈することを許してはなり

ません。 

 

■ 国策に翻弄されて 20 年 

 

 稲嶺氏はその退任式で「国策の名の下

で、市民は分断され対立し、翻弄されて 

きた。なぜ、こんな小さい街が国策とい

うことで判断を市民に求められるのか」 

沖縄県の人口は日本の１％、名護市辺野

古区の人口は 2000 人。区民からは「ど 

ちらが勝っても移設は進められる」と、

それならば迷惑料としての振興予算をと 

るべきと考える区民も多い。しかし「基

地ができれば、政府も誰も辺野古を見向 

きもしなくなるでしょうね」と辺野古住

民は語ります。 

 

■オスプレイ部品落下「静かな海を返し

てほしい」 

 

 選挙戦が終わり、この原稿を書いてい

る間にもまたもや米軍機部品落下事故の 

報道が届きました 。オスプレイの機体の

エンジン吸気口の 13 キロの半円形の部 

品が落ちているのが、うるま市伊計島の

大泊ビーチで見つかりました。米海兵隊 

は防衛局の問い合わせに対し、8 日に落

下していたことを認めました。住民が発 

見していなければこの落下事故は「隠蔽」

されかねませんでした。小野寺防衛大臣

は「通報があって然るべき」と不快感を

示したとのことですが、だからと言って

相次ぐオスプレイの事故、米軍機の事故

に対し米国に飛行禁止をするわけでもあ

りません。 

 

 落ちた現場はシーズン中には観光客で

賑わうビーチ。また現在はモズクの最盛 

期でもあり、漁船も操業しています。一

歩間違えれば大事故になっていました。 

伊計島では先月 1 月にも米軍ヘリが不時

着しており、地元住民は重大事故が起き

るのも時間の問題、と危機感を募らせて

います。 

 

 昨年末から米軍機による事故、不時着

が続いており、ビーチの代表は「辺野古 

の工事が始まり、潮の流れも変わった。

ヘリもうるさくなったと思っていたらこ 

んなことが起きた。静かな海を返してほ

しい」と訴えました。 

 

■いつまで続く米軍機事故 
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 1972 年の沖縄の日本復帰以降でも 47

件の米軍機墜落事故が起きており、単純

計算で年に 1 回は墜落しています。年に

1 回以上米軍機が墜落する自治体が他に

あるでしょうか。普天間第二小学校では

米軍機墜落に備えた避難訓練が行なわれ

ていますが、米軍機墜落に備えた避難訓

練が行なわれている小学校がある自治体

は他にあるでしょうか？ 現に普天間第

二小には昨年 12 月 13 日、普天間飛行場

所属の CH53 大型輸送ヘリの窓が落下

し、運動場の使用が中止され、今年 1 月

の避難訓練自体も延期せざるを得ない状

況になっています。このような状況が東

京や関東・関西、「本土」で起きたらどう

なるでしょうか？ 2 月 5 日から運動場

の使用を再開する方針が伝えらましたが、

米軍機が小学校上空を飛ばないという確

約のないなかで、保護者からは「まだ早

い」「納得できない」との声も聞こえまし

た。 

 

 「小指の痛みを、全身の痛みと感じて

欲しい」と、喜屋武真栄さん（沖縄県祖

国復帰協議会長）が国会で訴えたのは 

1969 年。果たして「本土」の人たちは

この痛みを感じることができているのか、

問われなくてはならないでしょう。 

 

 子どもたちに安心して、無邪気に運動

場で遊んでほしい、そんなささやかな親

の願いもかなえられない現状とは何なの

か。安全とは何なのか。根本的な問いか

けがなされていると思います。中国や北

朝鮮の脅威が言われますが、沖縄におい

ては米軍基地の存在自体の方が差し迫っ

た脅威なのです。 

 

■ 米軍機事故増加 

 

 米軍機事故は世界的に見ても増加して

おり、2017 年に米軍機が通常訓練中に起 

こした墜落事故は 22 件と前年に比べて

38％増加、死者数も 37 人と 2.3 倍に増

えています。米海兵隊の重大事故率も 4

年間で 60％増加していることもわかり

ました。 

 

 沖縄県内でも 2016 年 12 月の名護市安

部でのオスプレイ墜落、 2017 年 10 月

には東村高江の牧草地にＣＨ53 大型輸

送ヘリが不時着炎上、11 月戦闘機Ｆ35 

のパネル落下、 12 月 7 日には普天間市

緑ヶ丘保育園にＣＨ53 ヘリの部品落下、 

12 月 13 日にはＣＨ53 ヘリの 90 セン

チ四方、8 キロの窓が普天間第二小学校

の体育授業中の運動場に落下、10 メート

ルほどのところには児童もおり、あわや

大惨事となるところでした。今年 1 月 6

日にはＵＨ１ヘリがうるま市伊計島に民

家まで 100 メートルの地点に不時着、1

月 8 日には読谷村観光ホテル近くにＡＨ

１攻撃ヘリが不時着と米軍機事故が続い

てます。1 月 23 日にもＡＨ１攻撃ヘリが

渡名喜村に不時着しています。 

 

 こうした事故に対し、同型機の運航停

止を、住民の意向を受けて政府が米軍に 
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求めても、原因不明のまま 1～2 週間で

運航が再開されてしまっているのが実情 

です。それのみならず、ハリス米太平洋

軍司令官がこれらの不時着に対し「安全 

な場所に降ろす措置に満足している」な

どの住民の不安を一顧だにしない発言に、

地元からは「島は軍事演習場ではない」

と批判の声が上がっています。 

 

 こうした一連の米軍機の不時着につい

て衆院本会議で質問されているときに、 

松本文明内閣府副大臣が「それで何人死

んだんだ」とやじを飛ばし、翌日に辞任 

に追い込まれるというおまけもつきまし

た。これまで何人の人が米軍機の墜落に 

よって命を、幼い命を失っているか、全

く現実を認識していない不遜な発言です。 

 

■ 増える基地負担 

 

 日本政府は事あるごとに、沖縄に寄り

添って、とか、基地負担軽減を言います 

が、沖縄の基地負担は強化されていると

いうのが現実です。米海兵隊の 2014 年

作成の文書から最新鋭ステルス戦闘機Ｆ

35Ｂが最大で 26 機、嘉手納基地に配備

され、普天間飛行場や伊江島でも運用さ

れることが明らかになりました。同機は

昨年すでに米軍岩国基地に 16 機配備さ

れました。同機は米国史上で最も高価な

兵器とされ、騒音の激しさからも問題視

されています。 

 

 またこの文書には辺野古新基地予定地

に隣接する辺野古弾薬庫の再開発の計画 

も書かれており、新基地に予定されてい

る弾薬搭載エリアと一体運用されるので 

はと思われます。 

 

■ 評価される沖縄の抵抗運動 

 

 昨年 11 月にはドイツ・ベルリンに本

部を置く「国際平和ビューロー」（IPB） 

は、長年米軍基地に反対し続けてきた「不

撓不屈の非暴力闘争」としてショーン・

マクブライド平和賞を「オール沖縄会議」

に授与しました。 

 

 また 12 月には、辺野古で私たちと共

に活動している伊波義安さんが多田謡子

反権力人権賞を受賞しました。この賞は

山城博治さんも 2015 年に受賞していま

す。伊波さんは、沖縄アルミ誘致反対運 

動（1972 年）、金武湾ＣＴＳ建設反対運

動、具志川石炭火力発電所建設反対運動、

やんばるの山を守る運動など、住民とと

もに自然破壊に立ち向かってきました。

そしていま、高江・辺野古新基地建設反

対運動、カデナ基地の閉鎖・撤去運動で

も、積極的に現場闘争を担っています。 

 そして今年 1 月には、海上やキャン

プ・シュワブゲート前での抗議・監視行

動に取り組むヘリ基地反対協に韓国のカ

トリック団体である財団法人「チ・ハク

スン正義平和基金」のチ・ハクスン正義

平和賞が授与されました。 

 

 国際的にも、国内的にも沖縄の抵抗運
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動が評価され、現場で集う人々に大きな 

勇気を与えてくれています。 

 

「支援する米国・平和のための退役軍人の会」 

■機動隊・海保による暴力 

 

 日本環境法律家連盟による辺野古新基

地抗議行動に参加する人たちに対する人 

権調査で、機動隊により強制排除される

ときに暴力があった、との回答が参加者

の 66％からありました。「関節技を使う」

「締め上げる」「巧妙に暴力を使う」「腕

をねじる」など生々しい回答が寄せられ

ました。私自身も上記のような暴力の他

に、排除されたあとにつねる、拳を強く

太もも内側に押し付ける、など陰湿な暴

力も体験しました。つねる、と言っても

鍛えられた彼らは若くて、私など片手で

持ち上げられるのではないかという怪力

です。痛みは尋常ではありません。衣類

も引き裂かれたことも何度か。こんなこ

とを反対に市民が機動隊にしたらすぐ逮

捕です。 

 

 また私事？ですが、12 月 6 日に砕石の

運搬船に抗議船で抗議活動をしていたと 

ころ、私の操船する、5 人乗船した 5 人

乗りの船に海保が乗り込んできて定員オ

ーバーとなった船は大きく揺れ、その影

響で乗船していた女性一人が海に落ち、

船も浸水しあわや沈没という事態でした。

こちらが「定員一杯だから乗り込むな」 

と何度も告げていたので、規制のためな

ら何が起きても構わない、という態度は 

明らかです。実際に以前、海保に転覆さ

れた抗議船があり、現在もその裁判が続 

いています。 

 

■ 過剰警備を断罪 

 

 警察官に寄る不当・違法な取締・規制

が横行する中、2016 年に高江で行なわれ 

た車両に対する検問（制止行為）に対し

て、慰謝料の支払いを求めた国家賠償訴 

訟で、那覇地裁は 1 月 16 日、「原告の自

由を制約するもので、警察官職務執行法 

（警職法）や警察法のいずれによっても

正当化できない」と違法性を認め、県に 

30 万円の支払いを命じました。 

 

「過積載の違法ダンプ、警察は取り締らない」 

現在の辺野古ゲート前もそうですが、当

時の高江でのヘリパッド建設に伴う警備

はまさに異常であり、県外から 500 人と



12 
 

も言われる機動隊員が動員され、総勢

800 人とも 1000 人ともいわれる機動隊

員が 140 人の住む高江地区に押し寄せ、

法的根拠の疑わしい検問、撤去、道路封

鎖などが行なわれ、市民らが法的根拠を

尋ねても無視されました。【当時の高江の

記録写真集『高江が潰された日』が昨年

暮れに発行されました。発行：沖縄平和

サポート、  1,500 円＋税、Tel：  0980

－55 －2244 】 

 

 この裁判の被告は沖縄県になりますが、

翁長知事は控訴を見送り、判決につい 

て「法令順守と憲法で保障された表現の

自由の両方に配慮が重要」と説明、「一 

審判決とはいえ、違法との判断は重く受

け止めるべき」とした。その上で、米軍 

基地の過重負担に対する県民の根強い不

満も踏まえ「控訴しないことが適当と判 

断した」と述べました。この判断は市民

からも「画期的」と好意的に受け止めら 

れた一方、辺野古での過剰な警備も自粛

するよう言ってほしい、との声もありま 

した。 

 

 また 2015 年に海保によって抗議活動

が規制される中で起きた暴行事件に関し

て今年 1 月に検察審査会が「不起訴処分

は相当」という議決を出しました。市民

側の訴えが認められなかったことになり

ますが、その議決理由のなかで： 

「正当な抗議行動は、憲法で保障された

権利なので、取り締まる側はそこをきち 

んと踏まえて、けが人が出ることがない

よう慎重に業務をしていただきたい。警 

備に当たる海上保安官は体格も良い方も

多いので、抑制的な警備を行うようにし 

て頂き、くれぐれも過剰な警備にならな

いように留意してもらいたい」 

と述べられいます。つまり海保の警備は

やり過ぎである、と言っています。 

こうした警察や海保の過剰警備の後ろに

は安倍政権の強権的な政治運営があるこ 

とは間違いないでしょう。今後も萎縮す

ることなく、大いに抗議、阻止活動をし

ていきたい。新基地阻止。政治が止めな

いなら現場で市民が止めましょう。 

ぜひ座り込みに参加を、自分の地域での

仲間や政治家に沖縄への理解を呼び掛 

けてください。 

 

■ もうひとつの裁判 

 12 月 4 日、公務執行妨害や威力業務妨

害などの罪に問われている山城ヒロジ議 

長に 2 年 6 か月の求刑が那覇地裁であり

ました。ヒロジ氏と共に逮捕された稲葉

博氏には懲役 1 年、添田充啓氏は懲役 2

年が求刑されました。12 月 20 日の最終

弁論でヒロジ氏は「問われるべきは政府

の差別的沖縄政策だ」と訴えました。判

決は 3 月 14 日です。また「典型的な政

治弾圧。無罪を勝ち取ろう」と無罪を勝

ち取るための署名運動も広がっています。 

 

■ 「本土の理解が得られない」 

 

 安倍晋三首相は 2 月 2 日の衆院予算委

員会で、沖縄の基地負担軽減について 
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「移設先となる本土の理解が得られない」

と述べました。防衛省はこれまで県内 

移設は沖縄の地理的、軍事的理由として

きました。かつて元防衛大臣などからの

県内移設については政治的理由であると

の発言はありましたが、安倍首相が「本

土の理解が得られない」ことを挙げたの

は初めてです。「理解が得られない」とい

うのであれば、沖縄だって理解が得られ

ないのは同じです。県内移設はやめるべ

きです。撤去あるは米国に持っていくし

かありません。 

 

■ 嗚呼～伊江島 

 

 2 月 8 日、新市長が就任した。公約の

「海兵隊基地は県外・国外移設」、当選後 

の記者会見の、移設を「容認したわけで

はない」との発言をきちんと守らせるよ 

う監視していかなくてはなりません。 

 

 選挙に関連した記事で伊江島の話しが

出てました。 

 「（辺野古地元の）久辺３区の青年会の

メンバーは政府や防衛局の職員らと伊 

江島を視察した。防衛予算で養殖や浮桟

橋などの基盤整備が進む伊江島の現状に 

先進的な取り組みに驚いた。」 

 政府や防衛局の職員と行ったのだから、

もちろん「わびあいの里・反戦平和資 

料館」には行かなかったのでしょう。土

地闘争の歴史も学ばなかったのでしょ 

う。かつて土地闘争の象徴的な場所であ

った伊江島、沖縄のガンジー・阿波根昌 

鴻が活躍した場所がこのように「米軍と

の共存のモデル地区」として政府に利用 

されることには忸怩たる思いがします。 

 私も伊江島を案内するたびに皆が立派

な施設に、高補助率に、驚く姿を見て 

います。そうした立派な施設がタダ同然

で作られ、それはいい、と住む人が増え 

ているでしょうか。伊江島の人口は 1960

年代に約 8,000 人と最高になり、その後 

は減り続けて現在は 4,600 人、国勢調査

では 4,200 人と半減してしまっています。 

そこを考えてほしいです。記事はこう続

きます： 

「基地が完成したら警戒船は要らなくな

るし、漁場もなくなる。完成するまで 

に、他の養殖業など海で何ができるか探

さないといけない」 

警戒船の日当もなくるし、交付金もなく

なります。きれいな海もなくなります。 

そして巨大な基地だけが残ります。欠陥

機オスプレイが 100 機も配備され、辺野 

古、沖縄上空を飛び交います。もう少し

想像力を働かせ、そのときになってから 

では遅いことに是非気づいてほしいと願

わざるを得ません。 

 

「進む護岸工事」 
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ICAN と小さな地域市民活動 

理事  大橋祐治 

2017 年のノーベル賞は日系のカズオ・イ

シグロの文学賞を除けば日本の受賞者がな

く残念ではあったが核兵器廃絶国際キャン

ペーン＝ICAN が平和賞を受賞したことは

大変うれしい。この年 7 月、国連総会で採

択された「核兵器禁止条約」に ICAN が果た

した役割がノーベル平和賞にふさわしいと

評価されたのである。そして ICAN の活動の

舞台裏には多くの日本人の支えがあったこ

とを知るに至りその喜びは身近なものとな

った。 

去る 1月 26 日、文京シビックホールで行

われた「なぜ、ヒバクシャを語り継ぐのか」

～ノーベル平和賞 ICAN を支えたキャサリ

ン・サリバンさんとの対話～に参加してそ

の感を強くした。 

 

キャサリン・サリバンさんは ICAN の傘下

団体の一つである「ヒバクシャ・ストーリ

ー」を立ち上げ、2008 年から 2015 年まで

の 8 年間、広島、長崎の被爆者たちを米国

に招き、ニューヨークの高校など数百校で、

高校生ら延べ 3 万人余に「被爆体験」を聞

かせる証言活動を展開された。この証言活

動を支援し、またご自身も広島での被爆体

験を証言した一人がオスロのノーベル平和

賞受賞式で ICAN を代表して演説したカナ

ダ在住のサーロー節子さんである。 

 

集会の次第は、キャサリン・サリバンの

講演、ピースボート共同代表で ICAN の国際

運営委を務める川崎哲氏の「核兵器禁止条

約」についての話、そして 11 歳のときに広

島で被爆された山田玲子さんの被爆証言、

そして最後に会場からの質問への応答とい

う内容であった。  

1 月 22 日午後から 23 日朝まで東京は 23

センチの積雪があり、26 日夜も低温と残雪

で客足が心配されたが小ホールはほぼ満席

であった。若者が多く参加していたので聞

いてみると主催が「若者に被爆体験を語り

継ぐプロジェクト」であり、後援には筑波

大学、横浜国立大学などの首都圏の大学な

どが名を連ねていてなるほどと思った。 

 

「核兵器禁止条約」の国連採択、核兵器

廃絶国際キャンペーン＝ICAN の活動、「ヒ

バクシャ・ストーリー」の立ち上げにピー

スボートが中心的役割を果たしていたこと

に改めて感銘を受けた。いずれもきっかけ

は 2007/2008 年のピースボートによる第 1

回の「ヒバクシャ地球一周証言の航海」に

あるようだ。 

2007 年にオーストラリアで立ち上げら

れた ICAN とピースボートの出会いは第 1

回航海のシドニー立寄りであったし（2008

年）、キャサリン・サリバンさんの「ヒバク

シャ・ストーリー」もピースボートが 2008

年にニューヨークの高校で行ったヒバクシ

ャの証言会に協力した団体を母体として発

足したとのことである。 

私は「核兵器禁止条約」や ICAN、「ヒバク

シャ・ストーリー」の活動のことは知って

いたが、その根っこにピースボートの長年

にわたる地道な活動と支援があったことは

今回初めて知った次第である。 
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私の住んでいる東京都文京区に「原爆の

図を見る会・文京」という会員 60 数名の小

さな団体の活動があり私も参加しているが、

毎年、7 月末から 8 月初めの 4 日間、文京

シビックセンターの展示室を借りて「原爆

の図」展を開催している。広島、長崎の被

爆 60 周年の年から活動を始めたので今年

14 年目になるが、丸木美術館所蔵の丸木位

里・俊夫妻の「原爆の図」全 15 部（実際は

14 部を所蔵）の原画或いは原寸大のレプリ

カ 1，2 点を順次展示してヒロシマ・ナガサ

キの原爆による被害の実態を多くの区民・

都民に知らせ、平和の尊さを訴え、その事

実を継承する目的である。 

 

原爆投下後の広島の惨状を目の当りにし

た丸木位里、俊夫妻はアメリカ占領下でほ

とんど原爆の報道が許されない状況の中で、

自分たちの見た地獄のような光景を絵にし

て世界に訴えようと決意し、35 年の歳月を

かけて「原爆の図」全十五部を完成させた。

また、ご夫妻は原発にも深い関心を持ち、

「戦争の時は原爆で殺される。戦争が終わ

ったあとは原発に化けて徐々に放射能に殺

される。再び戦争が起こると原爆が待って

いる。」と警告を発し原発反対運動にも積極

的に参加された。 

 

2015 年、ヒロシマ・ナガサキ被爆の 70 周

年を記念して丸木美術館による〈原爆の図

アメリカ展〉が企画され、「原爆の図」6点

がワシントン、ニューヨーク、ボストンで

展示され成功裏に幕を閉じた。 

この年、国連では 5 年に一度の核拡散防

止条約検討会議(NPT)が行われ、会議期間中、

日本被団協（日本原水爆被害者団体協議会）

も国連本部で原爆展を開き、渡米した被爆

者が各地で証言活動を行った。NPT 会議自

体は決裂したが国連総会採択に向けての

「核兵器禁止条約」への取り組みに一段と

結束が図られ拍車がかったことは間違いな

い。 

 

「核兵器禁止条約」は 122 の世界の国・

地域の賛同によって 2017 年 7 月の国連総

会で採択された。日本は、核保有国と非核

保有国の仲介にあたる責任があるという不

明瞭な理由で採決の際は退席し、日本代表

の席には ICAN がつくった大きな折鶴が置

かれていたのが印象的であった。日本は原

爆の唯一の被爆国として核兵器廃絶に向け

て NATO 諸国とは異なる立場、役割を果たせ

ると思う。50か国以上の批准が必要とされ

る核兵器禁止条約の発効までの道のりは始

まったばかりである。今通常国会でも本条

約に関する質疑応答がなされておりこれか

らの政府の姿勢に注目していきたい。 

 

冒頭で私が ICAN の受賞を身近な喜びと

感じたと表現したのは、小さな地域の市民

活動としての「原爆の図を見る会・文京」

が丸木美術館とのつながりを通して世界の

101 の国と地域にある 468 団体が参加した

キャンペーンとしての ICAN に細い糸でつ

ながっていることが実感できたからである。 

 

小さな活動の大切さをまた学ぶことがで

きたのは幸いである。 



 
非暴力平和隊の理念と活動に賛同・支援してくださる個人および団体を会員として募集して

います。入会のお申込みは、郵便振替、銀行振込、非暴力平和隊･日本のウェブサイトの 

入会申込ページをご利用くださいますようお願いいたします。 

❂正会員（議決権あり）         ❂賛助会員（議決権なし） 

・ 一般個人：１０,０００円   ・ 一般個人：５０００円（１口） 

・ 学生個人：３０００円  ・ 学生個人：２０００円（１口） 

    * 団体は正会員にはなれません。     ・ 団体   ：１０,０００円（１口） 

■ 郵便振替：00110‐0‐462182 加入者名：ＮＰＪ 

 ＊通信欄に会員の種類を（賛助会員の場合は口数も）ご明記ください。 

  ■ 銀行振込：三井住友銀行 白山支店 普通 6622651 口座名義：ＮＰＪ代表 大畑豊 

＊銀行振込をご利用の場合は、お手数ですが電話･ファックス･メールのいずれかを 

通じて入会希望の旨、ＮＰＪ事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。 

■ ウェブサイトからのお申込み： http://np-japan.org/4_todo/todo.htm#member 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年 1 ⽉ 18 ⽇現在、以下の 31 名より合計 196,353 円の冬季カンパを頂き
ました。ありがとうございます。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
政池節⼦  中井奉⽂   ⾼柳博⼀     野島⼤輔    ⽯⽥明義  広段 隆 
佐藤倶⼦   遠峰喜代⼦ ⻄冨房江     岡﨑善郎    ⻄内 勝  
武井陽⼀／めぐみ      柳 康雄     ⻘⽊ 護    ⻘⽊そのみ    ⼭本賢昌  
⽇置祥隆   ⼤橋祐治   渡辺俶⼦    荒井 章   安藤 博     ⼤⽯裕⼦  
⼩宮純⼦   本東 宏    渡辺富貴⼦  柳沢徳次  秋⼭ 正敦  
⽮吹 道徳 前⽥ 惠⼦  ⼤畑豊 
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